
委員会報告事項等について

令和6年度第23回庁議（令和6年12月17日） ③／報告事案 【企画部】

部 局 報告事項 概 要 対 応

区⺠部 区⺠葬儀「霊柩⾞運送
料⾦」の改定等について

▶概要
23区では区⺠葬儀制度を設け、指定店・⺠営⽕葬場等との間で祭壇・霊柩⾞・⽕葬・遺⾻収納容器代について統⼀料⾦を設定して

いる。このうち、前回の改定から9年以上が経過している霊柩⾞運送料⾦について、霊柩⾞運送に係る各種経費の増⼤等を踏まえ、特別
区区⺠葬儀運営協議会において改定が決定された。また、新たに2組合が特別区⺠葬儀運営協議会に加⼊することも決定した。
▶改定内容
○宮型指定⾞ ○普通霊柩⾞

○特別区区⺠葬儀運営協議会 (合計10団体 うち新規加⼊下記2組合)
・東京多摩葬祭業協同組合
・八王子市葬祭業協同組合

▶改定年⽉⽇
令和7年4⽉1⽇

▶周知
・区ホームページ(令和7年1⽉)
・区のおしらせ ちゅうおう(令和7年3⽉予定)
・窓⼝及び区内葬儀取扱指定店において、料⾦表を配布

全議員送付

庁議及び本部会議付議済みの案件を除く委員会報告事項等1

(税込)
料⾦(区分) 現⾏ 改定後 改定差額
10kmまで 33,270円 37,400円 4,130円
20kmまで 39,320円 44,000円 4,680円
30kmまで 45,370円 50,600円 5,230円

(税込)
料⾦(区分) 現⾏ 改定後 改定差額
10kmまで 15,570円 19,220円 3,650円
20kmまで 19,530円 23,840円 4,310円
30kmまで 23,490円 28,460円 4,970円



部 局 報告事項 概 要 対 応

区⺠部 「中央区まるごとミュージ
アム２０２４」の実施
結果について

▶⽇時
令和6年11⽉10⽇(⽇)午前10時〜午後4時

▶実施場所
区内全域

▶実施内容

▶主な文化イベント
・騎馬乗馬体験
・中央区三昧のイベントを開催!!!中央区の魅⼒を発信!!!
・謎解き⽇本橋めぐり2024

全議員送付

延べ 60,000人 延べ 61,000人
文化イベント 45事業 43事業
協賛事業 3事業等 3事業等
貸切バス 9台 延べ 809人 9台 延べ 773人
江⼾バス 9台 延べ 2,891人 8台 延べ 2,924人
⽇本橋周遊コース 20便 延べ 651人 20便 延べ 628人
明⽯町⽔辺ライン周遊コース 13便 延べ 1,188人 13便 延べ 1,228人
朝潮→⽇本橋コース 11便 延べ 348人 11便 延べ 364人
⽇本橋→朝潮コース 10便 延べ 312人 10便 延べ 343人

船の運航
(便数、乗船人数)

令和6年度 令和5年度
参加人数
イベント事業所数等

バスの運⾏
(台数、乗⾞人数)



部 局 報告事項 概 要 対 応

区⺠部 「第72回中央区観光商
業まつり」の実施結果に
ついて

▶期間
令和6年10⽉1⽇(⽕)〜11⽉10⽇(⽇)

▶主な内容
〇オープニングセレモニー
PRパネルの設置やオリジナル手拭い等の配布(ヤエチカ メイン・アベニュー)
・PRパネル設置期間 ︓令和6年9⽉24⽇(⽕)〜10⽉1⽇(⽕)
・セレモニー実施⽇時︓令和6年10⽉1⽇(⽕)午前11時

〇粋な逸品 プレゼントキャンペーン
抽選で1,000名に、区内商店街の逸品をプレゼント
・応募期間︓令和6年9⽉19⽇(⽊)〜10⽉18⽇(⾦)
・逸品︓11団体から33品⽬

〇ハッピーハロウィンウィーク
区内各地でイベントや装飾を実施(商店街・百貨店等商業施設)
・期間︓令和6年10⽉26⽇(⼟)〜10⽉31⽇(⽊)
・参加団体︓商店街15団体・百貨店等商業施設7団体

〇東京まん真ん中 味と匠の⼤中央区展
本区の歴史・伝統文化に裏付けられた逸品を紹介(⽇本橋三越本店 本館7階催物会場)
・期間︓令和6年10⽉23⽇(⽔)〜10⽉28⽇(⽉)
・出店数︓40店(⾷品27店、⼯芸10店、呉服3店)

〇中央区観光写真コンクール2024
観光商業まつりの各種⾏事を中⼼に、区内の⾵景や史跡等、本区の特⾊を表現した作品を募集
・応募締切︓令和7年1⽉6⽇(⽉)
・⼊賞作品︓33点

〇協賛⾏事等(22事業)

全議員送付



【議会対応】 対応欄のとおり【プレス発表】 なし

部 局 報告事項 概 要 対 応

区⺠部 「第22回産業文化展」
の実施結果について

▶期間
令和6年11⽉17⽇(⽇)〜11⽉19⽇(⽕) 午前10時〜午後6時 (初⽇のみ午後5時まで)

▶会場
⽇本橋プラザ 3階 展示ホール・会議室、1階 屋外会場

▶開催テーマ
「ヒトとモノをつなぐ 想いのひろば」

▶主な内容
○出展団体の産業活動等を紹介する展示及び販売
・印刷・製本産業(カレンダーなどの販売、和本綴じ体験ほか)
・機械・⾦属産業(発電に関する模型の展示ほか)
・建設産業(耐震化の相談、災害備蓄用品の販売)
・繊維産業(きものの展示)

○蔦屋重三郎に関する企画展示
パネル展示、⽊版画の現物展示、摺師による⽊版画実演、重ね押しスタンプ体験ほか

○ステージイベント
著名人による講演、紙切りパフォーマンスほか

▶来場数
延べ5,300人 (うち⼩学校児童(3〜4年⽣)9校、819人)

全議員送付


